
産
業
常
任
委
員
会
で
６
月
６
日

に
実
施
し
た
管
内
視
察
に
つ
い
て

委
員
の
感
想
を
交
え
報
告
し
ま

す
。

①
古
川
清
見
線
改
良
工
事

東
海
北
陸
自
動
車
道
、
清
見
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
最
短
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
古
川
町
平
岩
地

内
に
建
設
中
の
県
道
で
、
今
秋
に

供
用
開
始
予
定
。
事
業
費
の
う

ち
橋
梁
工
事
費
が
約
10
億
円
で
、

１
４
９
ｍ
の
湾
曲
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ

３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
、

片
持
架
設
工
法
に
よ
り
施
工
し
て

い
る
。
未
着
工
の
第
２
工
区
が
残

る
が
、早
く
全
線
を
完
成
さ
せ
、地

域
住
民
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

②
ト
マ
ト
研
修
施
設

古
川
町
信
包
地
区
に
あ
り
、
飛

騨
市
も
連
携
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
ひ
だ

飛
騨
地
域
ト
マ
ト
研
修
所
。
現
在

３
期
生
を
受
け
入
れ
中
で
、「
月
月

火
水
木
金
金
で
ト
マ
ト
に
勝
つ

ぞ
！
」と
の
標
語
ど
お
り
農
業
は

厳
し
い
と
の
意
識
付
け
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
Ｉ
タ
ー
ン
の
若
い
青
年

が
一
生
懸
命
作
業
さ
れ
て
い
た
。

ぜ
ひ
、
飛
騨
市
で
根
付
い
て
ほ
し

い
。

③
イ
バ
タ
イ
ン
テ
リ
ア

飛
騨
の
家
具
ブ
ラ
ン
ド
の
ダ
イ

ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
を
主
に

生
産
し
て
お
り
、
工
場
の
２
階
・

３
階
に
常
設
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
が

あ
る
。
一
般
の
人
が
気
軽
に
見
学

で
き
な
い
場
所
な
の
で
、
街
な
か

の
空
き
家
を
利
用
し
た
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
を
開
設
す
れ
ば
、
人
の
目
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
地
場
産

業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
協
力
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

④
道
の
駅　

宙
ド
ー
ム
神
岡

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
の

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
研
究
を
紹
介
す
る

展
示
施
設
改
修
と
物
販
棟
新
築
計

画
の
説
明
を
受
け
る
。
世
界
的
に

珍
し
い
施
設
と
な
り
、
展
示
棟
は
学

術
的
観
点
か
ら
学
芸
員
相
当
の
人

材
を
配
置
予
定
。
建
設
費
総
額
約

４
億
５
千
万
円
、
入
場
無
料
の
予
定

で
あ
る
が
入
館
料
を
徴
収
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
飛
騨
市
へ

来
た
ら
必
ず
立
ち
寄
る
よ
う
な
場

所
に
な
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
。

⑤
森
林
組
合
高
性
能
林
業
機
械

神
岡
町
山
之
村
地
区
に
あ
る
作

業
現
場
を
視
察
。
人
手
で
し
て
い

た
作
業
が
機
械
１
台
で
全
て
で

き
、
１
本
の
木
を
切
倒
し
、
枝
払

い
、
検
尺
、
玉
切
り
ま
で
、
要
す
る

時
間
は
約
１
分
30
秒
。
若
い
作
業

員
が
多
く
、
効
率
が
格
段
に
速
く

な
っ
て
い
る
が
、
林
業
先
進
国
の

ド
イ
ツ
と
比
べ
日
本
の
人
工
林
の

林
道
整
備
率
は
非
常
に
低
い
中
、

今
後
高
性
能
林
業
機
械
需
要
が
高

ま
る
も
の
と
感
じ
た
。

 ⑥
森
茂
牧
場

山
之
村
牧
場
へ
の
移
動
中
に
車

内
で
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け

る
。
国
と
県
の
費
用
で
草
地
の
整

備
改
良
を
し
て
い
る
が
、
20
年
前

に
設
置
し
た
柵
が
壊
れ
て
お
り
牧

場
と
し
て
機
能
し
な
い
状
況
で
あ

り
、
早
期
の
改
修
が
必
要
。
天
空

の
牧
場
で
放
牧
し
て
ス
ト
レ
ス
の

な
い
環
境
で
牛
を
育
て
る
の
が
一

番
だ
と
感
じ
た
。

⑦
山
之
村
牧
場

森
茂
牧
場
と
の
立
ち
位
置
が
わ

か
り
に
く
い
。
今
後
こ
の
形
態
を

継
続
す
る
の
か
判
断
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
る
。
Ｊ
Ａ
ひ
だ
森
茂
営

業
所
が
廃
止
さ
れ
る
の
を
機
と
し

て
山
之
村
全
体
の
将
来
の
構
想
を

地
元
住
民
、
特
に
若
い
世
代
と
し

っ
か
り
考
え
、
こ
の
地
区
で
生
計

が
立
て
ら
れ
る
よ
う
行
動
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧
神
岡
公
共
下
水
処
理
施
設

神
岡
町
東
町
に
あ
る
神
岡
公
共

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
民
家
に

近
い
こ
と
か
ら
施
設
全
体
が
密
閉

式
な
の
で
殆
ん
ど
臭
い
が
無
い

こ
と
に
驚
い
た
。
人
口
減
少
の

続
く
中
、
料
金
収
入
の
伸
び
悩
み

な
ど
、
検
討
課
題
が
多
い
と
感
じ

た
。
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新たに建設された橋梁

展示施設建設予定地

高性能林業機械（ハーベスタ）

処理槽の屋上を視察

ショールームのようす

産
業
常
任
委
員
会

�

管
内
視
察
報
告



６
月
13
日
に
実
施
し
た
、
総
務

常
任
委
員
会
の
管
内
視
察
に
つ
い

て
、
委
員
の
感
想
を
交
え
報
告
し

ま
す
。

①�

浸
水
危
険
箇
所（
河
川
の
氾
濫

に
よ
る
浸
水
被
害
の
恐
れ
の
あ

る
場
所
）の
う
ち
３
箇
所

●	

古
川
町
谷
地
内

�

（
吉
城
生
コ
ン
付
近
）

●	

河
合
町
角
川
地
内

�

（
河
合
小
学
校
付
近
）

●	

宮
川
町
岸
奥
地
内

�

（
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
付
近
）

宮
川
本
川
沿
い
で
支
流
河
川
が

合
流
す
る
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
浸

水
被
害
を
受
け
や
す
い
地
形
に
あ

り
、
平
成
16
年
の
豪
雨
災
害
時
に

は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
内
で

住
宅
地
・
農
耕
地
・
学
校
・
交
通

要
所
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
過
去
の
被
災
経
験
を
生

か
し
た
防
災
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
飛
騨
地
域
の
上
流
河
川
と

の
連
絡
を
密
に
し
て
、
危
機
管
理

を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。

②
飛
騨
み
や
が
わ
考
古
民
族
館

 
こ
の
施
設
は
、
平
成
７
年
に
民

俗
資
料
館
の「
伝
習
館
」、宮
川
町
洞

地
区
に
あ
っ
た「
旧
中
村
家
住
宅
」、

国
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
を
は

じ
め
と
す
る「
民
俗
資
料
収
蔵
館
」

が
ま
と
め
ら
れ
開
館
し
た
施
設
で

す
。
現
在
は
予
約
制
に
よ
る
開
館

で
す
が
、館
内
に
は
旧
宮
川
村
を
中

心
に
旧
石
器
時
代
か
ら
近
代
に
い

た
る
ま
で
の
、
考
古
資
料
、
民
具
・

民
俗
資
料
が
収
納
・
展
示
さ
れ
、国

指
定
有
形
民
俗
文
化
財
を
は
じ
め

と
す
る
民
俗
資
料
約
一
万
六
千
点

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

飛
騨
地
区
の
歴
史
を
確
認
で

き
、
飛
騨
に
対
す
る
理
解
を
よ
り

深
め
市
民
が
誇
り
を
確
認
で
き
る

施
設
で
す
。
全
国
に
向
け
て
飛
騨

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
文
化
施
設

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
今
後
の

活
用
が
重
要
と
感
じ
ま
し
た
。

③
ま
ん
が
王
国

鉄
筋
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
り
、
建
物
の
老
朽
化
を

感
じ
ま
し
た
。
指
定
管
理
で
は
あ

り
ま
す
が
、
公
共
施
設
の
再
編
も

自
治
体
経
営
の
大
き
な
視
点
か
ら

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
と
施

設
総
量
縮
減
の
両
立
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

④
夢
館

今
年
か
ら
地
元
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
利
便
性
の
向

上
を
図
り
、
外
部
か
ら
の
利
用
集

客
も
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
現
在

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建

築
後
二
百
年
を
経
た
家
屋
の
補
修

に
は
経
費
が
か
か
り
ま
す
が
、
有

効
利
用
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
活

用
計
画
が
大
切
と
感
じ
ま
し
た
。

⑤
宙
ド
ー
ム
神
岡

先
端
科
学
都
市
構
想
を
掲
げ
、

「
道
の
駅　

宙
ド
ー
ム
」に
研
究
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
た
展
示
館
を

作
る
計
画
が
決
定
し
、
そ
の
工
事

に
向
け
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
完
成
後
は
郷
土
の
土
産
品

を
含
め
、
観
光
面
で
飛
騨
市
全
体

の
情
報
発
信
基
地
と
な
り
、
全
国

唯
一
の
紹
介
・
展
示
施
設
で
あ
り

続
け
る
運
営
を
期
待
し
ま
す
。

⑥
神
岡
商
工
会
議
所

今
春
、
旧
神
岡
図
書
館
の
跡
地

に
開
設
さ
れ
た
新
事
務
所
は
、
静

か
な
環
境
の
中
で
、
充
実
し
た
設

備
が
館
内
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
後
、
従
来
に
増
し
た
活
用

が
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

⑦
小
島
城
跡

姉
小
路
氏
関
連
山
城
跡
整
備
活

用
事
業
が
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
が
、
小
島
城
跡
は
永
年
に
わ

た
り
地
元
住
民
が
保
全
活
動
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
城
跡

は
今
後
、
飛
騨
市
の
文
化
遺
産
発

掘
の
中
心
拠
点
と
な
り
ま
す
。
市

民
が
郷
土
の
歴
史
認
識
を
深
め
、

誇
り
を
抱
く
き
っ
か
け
と
も
な
る

史
跡
で
す
。
観
光
事
業
と
の
関
係

を
保
ち
な
が
ら
、
飛
騨
市
の
文
化

価
値
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

 ⑧
ハ
ー
ト
ピ
ア
古
川

組
織
改
編
に
伴
い
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
窓
口
が
一
カ
所
に
集

約
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
担
当
部

署
と
人
員
が
配
置
さ
れ
、
当
初
は

多
少
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

機
能
的
に
融
合
し
た
動
き
が
確
立

さ
れ
、
充
実
し
た
市
民
福
祉
生
活

を
支
援
・
補
佐
で
き
る
よ
う
、
職

員
の
懸
命
な
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
秋
開
設
さ
れ
る

予
定
の
、「
飛
騨
市
こ
ど
も
の
こ
こ

ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」に
つ
い
て
は
、現

在
整
備
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

飛
騨
市
の
み
な
ら
ず
県
外
を
含
む

周
辺
地
域
の
注
目
の
的
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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館内展示物のようす

改修中の建物内

現地での学芸員の解説

総
務
常
任
委
員
会

�
管
内
視
察
報
告


